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１章 市民アンケート調査 

１)  市民アンケート調査概要 

(１) 調査の目的 

本調査は、市民の日常生活の移動手段や公共交通に関する意見等を把握し、より良い公

共交通を実現するための指針となる射水市地域公共交通網形成計画の策定に向けた基礎資

料とするために実施しました。 

(２) アンケート調査の実施概要 

① 調査名 

「射水市の公共交通に関する市民アンケート調査」※ 
 ※本報告書内では「市民アンケート調査」と略記します。 

② 調査時期 

・発送日：平成 30 年９月 21 日（金） 

・締切日：平成 30 年 10 月５日（金） 

 

③ アンケート配布手法 

・住民基本台帳から無作為抽出により 3,000 世帯を抽出しました。 

・各アンケートには、個人調査票を３枚同封（下図の通り）することでサンプル数の確

保及び幅広い年齢・性別のサンプルを確保しました。 

・郵送により配布し、調査セットに返信用封筒（切手不要）を同封し、郵送により回収し

ました。 

 

 

図 1 調査セットイメージ 
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④ 地区別配布計画及び回収数 

・配布抽出にあたっては、地区別の人口比・世帯数を勘案しつつ、集計に必要なサンプ

ル数が各地区とも確保されるよう配慮し、下表のとおり配布したところ、回収数及び

回収率は以下の通りでした。 

・回収世帯数 1,501 世帯（世帯回収率 50%） 

・有効回収票数 2,455 票（１世帯あたり平均 1.64 票回収） 
   ※無効票除く 

 

⑤ 集計上の留意事項 

◆各設問の集計は、無回答を除いた合計を母数（100％）として各選択項目の回答数の割

合を示している。 

◆パーセンテージについては、小数点第１位を四捨五入しているため、構成比の合計は

必ずしも 100％に一致しない。 

◆表記スペースの関係上、３％未満の値を省略している場合がある。 

◆原則、有効回答者数を母数とし、割合を算出しているが、移動に着目した設問（「（2）

平日 1日の移動について（P12～P18）」、「（3）日常の移動状況について（P19）」）につ

いては、一般的なパーソントリップ調査の集計方法に準拠し、移動の回答数を母数と

した。 

◆母数はグラフ中で「N」と表記した。 

◆複数回答の設問は、有効回答者数を母数（100％）としているため、選択項目の回答数

の割合は、合計すると 100％以上となる。 

◆集計結果をわかりやすく示すため、調査票の設問順番とは一部順序を入れ替えている。 
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⑥ 依頼文及び調査票 

    【依頼文】 
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【調査票】 
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２)  調査結果 

(１) 個人属性（問 11） 

・年齢に関しては、60～70 歳代の回答が比較的多くなっています。 

・免許保有率は 85%、普段自由に使える自動車が 80%と、自由に自動車の運転が可能な人

の割合が非常に高くなっています。 

  

80%

32%

3%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車

自転車

原付・バイク

持っていない

(N=2455)

持っている
85%

持っていない
12%

失効・返納した
3%

(N=2341)

＜居住地＞ ＜年齢＞ 

＜免許保有＞ ＜自由に使える車の有無＞ 

男性
46%

女性
50%

未回答
4%

(N=2455)

4%

7%

2%

5%

4%

3%

3%

2%

2%

4%

6%

8%

2%

1%

2%

3%

1%

4%

3%

3%

4%

2%

2%

4%

3%

11%

2%

3%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12%

放生津

新湊

庄西

作道

片口

堀岡

海老江

七美

本江

塚原

三ヶ

戸破

橋下条

金山

大江

黒河

池多

太閤山

中太閤山

南太閤山

浅井

櫛田

水戸田

二口

大門

大島

下村

未回答

(N=2455)

＜性別＞ 

2%

3%

8%

14%

13%

23%

22%

10%

3%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

未回答

(N=2455)
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(２)  平日の 1 日の移動について（問 2（パーソントリップ調査）） 

① 目的地（市内外移動） 

・全地域合計では市内の移動が 72%となっており、次いで高岡市への移動が多くなってい

ます。回答者居住地の地域別※に見ると、西部臨海地域や北西部地域は高岡市、東部臨

海地域や北東部地域は富山市への移動が他地域に比べ比較的多くなっています。 

※公共交通の路線網、都市計画マスタープラン及び回収サンプル数を参考に、下図の通

り集計のための地域区分を設定しました。以降同様の地域単位で集計します。 

  

 

  

射水市内

70%

66%

61%

65%

67%

72%

71%

77%

67%

81%

高岡市

15%

25%

13%

24%

10%

10%

10%

13%

21%

8%

富山市

12%

6%

21%

9%

19%

15%

15%

6%

7%

10%

砺波市

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

その他県内

​

​

2%

​

3%

​

​

​

3%

​

県外

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（凡例）

全地域計
(N=3745)

西部臨海地域
(N=404)

東部臨海地域
(N=416)

北西部地域
(N=316)

北東部地域
(N=113)

小杉駅周辺地域
(N=632)

南東部地域
(N=604)

越中大門駅周辺地域
(N=946)

南西部地域
(N=252)

南部丘陵地域
(N=62)

（発地）
（着地）

※以下、すべての集計において「不明・無回答」は回答母数から除く。 

＜集計のための地域区分の設定＞ 

地域振興会 地域区分
放生津
新湊
庄西
片口
堀岡
海老江
七美
本江
作道
塚原
大江
下村
三ヶ
戸破
橋下条
黒河
池多
太閤山
中太閤山
南太閤山
二口
大門
大島
浅井
櫛田
水戸田
金山 南部丘陵地域

南東部地域

越中大門駅周辺地域

南西部地域

西部臨海地域

東部臨海地域

北西部地域

北東部地域

小杉駅周辺地域

西部臨海地域 

東部臨海地域 
北西部地域 

北東部地域 

越中大門駅周辺地域 

小杉駅周辺地域 

南部丘陵地域 

南東部地域 南西部地域 
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② 目的地（市内移動（地域別）） 

・多くの地域で地域内移動が最も多くなっています。 

・地域内の移動以外には、越中大門駅周辺地域を目的地とする移動が多くなっています。 

・北東部地域、南西部地域、南部丘陵地域においては、地域内移動より越中大門駅周辺地

域への移動が多くなっています。 

 

 
  緑枠内は地域内移動 

③ 目的地（市内移動（地域振興会別）） 

・同地区内の移動以外では、市外への移動及び大島地区への移動が多くなっています。 

※次ページにて示す地図も参照 

 

 

＜発着地相互間移動数量（OD 表）＞（全交通手段・全目的） 
数値：回答数（件） 

  

西部臨海
地域

東部臨海
地域

北西部
地域

北東部
地域

小杉駅
周辺地域

南東部
地域

越中大門駅
周辺地域

南西部地
域

南部丘陵
地域

全地域計

西部臨海地域 56% 10% 13% 1% 6% 3% 9% 1% 0% 100%
東部臨海地域 13% 41% 10% 4% 11% 6% 14% 2% 1% 100%
北西部地域 16% 7% 28% 1% 11% 7% 28% 2% 1% 100%
北東部地域 8% 8% 3% 6% 31% 10% 32% 1% 0% 100%
小杉駅周辺地域 3% 5% 5% 4% 41% 17% 20% 3% 2% 100%
南東部地域 2% 4% 3% 1% 20% 45% 17% 4% 4% 100%
越中大門駅周辺地域 2% 4% 6% 3% 11% 10% 53% 10% 1% 100%
南西部地域 3% 2% 3% 2% 13% 11% 45% 19% 1% 100%
南部丘陵地域 0% 4% 4% 0% 10% 41% 24% 4% 12% 100%
全地域計 10% 9% 8% 2% 18% 16% 30% 6% 2% 100%

発地
着地

南
部
丘
陵
地
域

地域
地域振興

会

放
生
津

新
湊

庄
西

片
口

堀
岡

海
老
江

七
美

本
江

作
道

塚
原

大
江

下
村

三

ヶ

戸
破

橋
下
条

黒
河

池
多

太
閤
山

中
太
閤
山

南
太
閤
山

二
口

大
門

大
島

浅
井

櫛
田

水
戸
田

金
山

放生津 20 20 3 1 1 1 4 3 6 2 1 1 7 1 6 35 8 2 122
新湊 23 59 6 2 4 3 5 2 7 17 3 5 2 1 1 2 1 1 4 9 1 1 11 48 15 3 3 236
庄西 2 9 2 1 1 1 2 2 20 2 1 43
片口 5 6 14 4 2 3 3 1 4 6 1 2 2 2 2 7 1 3 22 9 3 6 108
堀岡 2 5 3 2 12 3 1 1 3 4 1 4 1 1 3 5 2 5 12 15 2 2 2 89

海老江 3 2 8 18 2 3 4 5 1 1 4 1 1 2 2 3 1 3 12 32 1 1 109
七美 1 3 2 1 2 2 1 2 3 1 1 7 1 5 5 10 1 1 48
本江 2 2 3 1 9 2 1 1 1 2 1 2 1 4 5 21 58
作道 4 10 3 2 2 1 26 8 1 7 5 1 2 3 2 1 2 4 3 20 1 1 1 15 35 17 3 1 181
塚原 4 12 1 3 2 3 15 5 4 1 1 1 1 24 1 1 2 40 11 1 2 135
大江 1 2 1 4 10 12 2 1 1 10 2 8 8 2 1 64
下村 1 2 2 1 1 1 1 1 1 2 2 3 1 7 1 3 3 14 1 48
三ヶ 2 4 6 2 3 1 1 9 2 6 1 45 29 7 4 3 7 4 4 8 1 31 4 4 3 12 31 52 2 2 5 290
戸破 2 3 1 2 3 3 1 1 9 2 9 39 61 6 7 5 7 15 5 5 4 35 2 2 1 5 19 31 45 1 3 3 334

橋下条 1 2 1 5 1 9 8 3 8 2 3 4 5 1 4 2 2 2 7 6 2 2 80
黒河 1 3 1 1 1 5 4 6 6 4 10 1 1 3 7 1 3 2 11 16 3 2 92
池多 2 3 1 2 2 4 1 1 1 2 5 1 2 2 3 1 1 5 8 47

太閤山 1 1 1 1 3 10 1 4 1 9 11 8 1 9 2 1 1 3 7 11 23 1 1 110
中太閤山 1 2 2 2 2 1 2 9 12 3 8 6 10 34 12 6 1 3 1 1 2 4 7 13 23 1 4 2 172
南太閤山 1 1 5 8 1 4 2 10 7 3 9 1 2 6 7 14 16 1 1 1 99

二口 1 1 1 2 2 2 1 7 3 7 1 1 4 5 1 18 15 34 11 4 5 1 11 30 19 4 6 1 197
大門 1 1 2 1 1 1 3 1 4 2 2 1 14 17 21 5 2 4 2 17 8 2 2 1 114
大島 4 9 9 1 5 2 1 23 14 9 7 38 26 10 4 6 9 3 4 36 19 188 21 3 15 7 32 80 30 6 10 2 631
浅井 3 2 1 2 1 1 4 4 3 1 1 2 16 4 17 13 2 1 7 31 9 2 4 131
櫛田 1 2 2 2 1 1 1 5 1 4 10 6 2 2 38

水戸田 1 2 1 4 3 1 1 1 1 1 2 2 2 20 2 1 10 1 7 11 2 1 2 2 79
南部丘陵地域 金山 1 1 2 3 2 5 4 3 5 3 4 8 2 6 1 5 6 1 62

3 9 2 6 1 2 2 4 2 10 19 1 2 4 6 4 2 3 4 36 3 6 1 46 19 15 4 216

21 29 17 14 11 11 4 4 25 30 7 1 18 26 3 7 4 4 14 10 25 22 80 17 3 4 5 25 136 5 5 2 1 589
7 8 2 6 8 25 4 18 8 6 9 12 42 41 8 12 4 18 15 10 13 8 30 2 1 1 3 34 5 87 1 3 1 451

1 3 1 2 2 1 1 4 1 2 1 1 1 3 8 1 6 3 42
1 4 2 1 1 2 3 2 3 2 1 1 4 4 1 9 2 1 5 8 2 7 2 66
1 1 1 1 5 4 1 1 3 2 1 2 2 1 9 26

104 209 30 86 84 93 32 44 153 117 60 35 300 311 75 88 48 99 158 72 198 120 654 94 25 65 56 296 728 543 51 79 41 5107

そ
の
他
県
内

県
外

高岡市
富山市
砺波市
その他県内

全地域計

高
岡
市

富
山
市

県外

越中大門
駅周辺地

域

南西部地
域

市内（地域不明）

射水市内

西部臨海
地域

東部臨海
地域

北西部地
域

北東部地
域

小杉駅周
辺地域

南東部地
域

越中大門駅周
辺地域

南西部地域

市
内

（
地
域
不
明

）

砺
波
市

射水市内

全
地
域
計

西部臨海地域 東部臨海地域
北西部
地域

北東部
地域

小杉駅
周辺地

域

南東部
地域

発地

着地
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・高岡市に近い地区は高岡市へ、富山市に近い地区は富山市への市外移動が非常に多く

なっています。 

・市内移動のみにのみに着目すると、新湊方面の地区（概ね旧新湊市）以外は、大島地区

を核とした移動が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域・地区別移動図（OD）＞ 
発地の各地区ごとに、着地上位３位までまたは 10 件以上の OD を表示 

 

放生津

新湊

庄西

片口

堀岡

海老江

七美 本江作道

塚原

大江

下村

三ヶ

戸破

橋下条

黒河

池多

太閤山

中太閤

南太閤

二口

大門

大島

浅井

櫛田

水戸田

金山

高岡市

富山市

砺波市

放生津

新湊

庄西

片口

堀岡

海老江

七美 本江作道

塚原

大江

下村

三ヶ

戸破

橋下条

黒河

池多

太閤山

中太閤

南太閤

二口

大門

大島

浅井

櫛田

水戸田

金山

高岡市

富山市

砺波市

市内移動のみ 

市内・市外移動計 

0～5件

5～10

10～20

20～30

30～
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④ 利用交通手段 

●出発地域別・個別交通手段の集計 

・各地域とも自家用車の利用が圧倒的に多い一方、西部臨海地域においては万葉線及び

コミュニティバス、小杉駅周辺地域においてはあいの風とやま鉄道線、の利用が見ら

れます。一方、南部丘陵地域では、今回の調査では公共交通の利用はほぼ見られません

でした。 

 

＜出発地域別・利用交通手段＞ 
※1回の移動に対して複数の交通手段を回答できるため、合計は 100％とならない。 

 

2%
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​

2%

3%

​

​

2%

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

2%

6%

2%

4%

​

​

​

​

4%

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​ 72%

65%

77%
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83%

71%
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4%

3%

2%

2%

2%

3%

3%

​
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​
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​

​

​
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​

​
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​

5%

8%
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3%
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6%

5%
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4%

8%
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2%
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5%
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2%

​
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​

2%

​

​
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​

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全地区計

(N=5437)

西部臨海地域

(N=415)

東部臨海地域

(N=425)

北西部地域

(N=324)

北東部地域

(N=120)

小杉駅周辺地域

(N=651)

南西部地域

(N=254)

越中大門駅周辺地域

(N=970)

南東部地域
(N=626)

南部丘陵地域
(N=64)

あいの風

とやま鉄道

万葉線 路線バス コミュニティバス デマンドタクシー タクシー 自動車 送迎 原付・バイク 自転車 徒歩 その他

（発地） （交通手段）
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4%

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

83%

73%

86%

88%

93%

81%

88%

84%

83%

86%

3%

4%

4%

2%

2%

2%

3%

3%

​

3%

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

5%

9%

6%

3%

5%

7%

5%

6%

5%

9%

5%

8%

2%

2%

2%

6%

3%

5%

7%

2%

​

​

​

2%

​

​

​

​

​

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

全地区計

(N=4711)

西部臨海地域

(N=371)

東部臨海地域

(N=380)

北西部地域

(N=282)

北東部地域

(N=107)

小杉駅周辺地域

(N=566)

南西部地域

(N=225)

越中大門駅周辺地域

(N=848)

南東部地域
(N=552)

南部丘陵地域
(N=58)

あいの風

とやま鉄道

万葉線 路線バス コミュニティバス デマンドタクシー タクシー 自動車 送迎 原付・バイク 自転車 徒歩 その他

（発地） （交通手段）

あいの風とやま

鉄道利用が多い 

万葉線・コミ

ュニティバス

利用が多い 

公共交通 

利用 

あいの風とや

ま鉄道・コミ

ュニティバス

利用が多い 



16 

●代表交通手段による集計※ 

・移動の多くは自動車によるもので、公共交通（鉄道・バス）の利用は 6%にとどまりま

す。 

・出発地の地域別に見ると、小杉駅のある小杉駅周辺地域で鉄道の利用率が高くなって

います。また、西部臨海地域や北西部地域ではバスの利用率がやや高くなっています。 

＜代表交通手段分担率＞ 

 

・鉄道利用者の出発地内訳を見ると、小杉駅周辺地域発が 36%、次いで越中大門駅周辺地

域発が 24%と多くなっています。また、バスは西部臨海地域発 27%が、次いで南東部地

域発が 20%と大部分を占めています。 

 

＜代表交通手段別に見た出発地内訳＞ 

  

11%

27%

10%

4%

8%

12%

6%

13%

9%

0%

2%

3%

36%

13%

16%

1%

2%

7%

24%

14%

25%

18%

20%

16%

0%

0%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

鉄道
(N=90)

バス
(N=97)

自動車
(N=2888)

西部臨海地域 東部臨海地域 北西部地域
北東部地域 小杉駅周辺地域 南西部地域
越中大門駅周辺地域 南東部地域 南部丘陵地域

（発地）
（代表交通手段）

※代表交通手段による集計方法について 

一般的なパーソントリップ調査の集計方

法に準拠し、下記の手順で集計した。 

①アンケートの選択肢を下表の集計単位

（交通手段）に区分する。 

②1 回の移動で複数の交通手段を用いてい

る場合、その移動の中で最も優先順位の

高い交通手段を代表交通手段とする。 

鉄道

3%

3%

​

​

​

6%

​

3%

3%

​

バス

3%

7%

2%

5%

​

2%

​

​

3%

​

自動車

86%

76%

90%

91%

94%

82%

91%

87%

84%

89%

原付・バイク

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

自転車

5%

8%

5%

3%

3%

7%

4%

5%

4%

9%

徒歩

3%

6%

​

​

​

3%

3%

4%

5%

​

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（凡例）

全地域計
(N=3557)

西部臨海地域
(N=369)

東部臨海地域
(N=378)

北西部地域
(N=277)

北東部地域
(N=107)

小杉駅周辺地域
(N=566)

南西部地域
(N=223)

越中大門駅周辺地域
(N=846)

南東部地域
(N=547)

南部丘陵地域
(N=57)

（発地）

（代表交通手段）

アンケートの選択肢
集計単位

（交通手段）
優先順位

あいの風とやま鉄道
万葉線
路線バス
コミュニティバス
デマンドタクシー
自動車
タクシー
送迎
原付・バイク 原付・バイク 4
自転車 自転車 5
徒歩 徒歩 6
その他 その他 7

鉄道

バス

自動車

1

3

2
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⑤ 移動目的 

・全地域計では、通勤・通学が 28%と最も多く、買物が次いで 20%となっています。 

・地域別に見ると、南西部地域や東部臨海地域においては通勤・通学の割合が他地域に比

べ高く、西部臨海地域では買物目的の移動の割合が他地域に比べ高くなっています。 

 

＜出発地別移動目的内訳＞ 

・移動目的別交通手段を見ると、通学目的では、鉄道・バスの利用率が他の移動目的に比

べ高くなっています。また、通院はバスの利用率が高くなっています。 

 
＜移動目的別交通手段内訳＞ 

通勤

28%

25%

37%

33%

31%

32%

38%

22%

28%

25%

通学

​

​

3%

​

​

2%

3%

​

​

​

買物

20%

24%

16%

24%

22%

18%

18%

21%

19%

16%

通院

6%

9%

8%

7%

9%

5%

6%

5%

7%

8%

家族の送迎

6%

4%

6%

5%

3%

7%

7%

5%

8%

3%

業務上の移動

3%

5%

3%

​

6%

​

4%

3%

2%

​

その他

13%

14%

15%

10%

15%

11%

15%

11%

15%

16%

帰宅

22%

17%

13%

18%

14%

23%

9%

30%

21%

30%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（凡例）

全地域計
(N=3797)

西部臨海地域
(N=386)

東部臨海地域
(N=394)

北西部地域
(N=301)

北東部地域
(N=107)

小杉駅周辺地域
(N=612)

南西部地域
(N=232)

越中大門駅周辺地域
(N=908)

南東部地域
(N=583)

南部丘陵地域
(N=61)

（発地） （目的）

鉄道

3%

4%

30%

​

​

​

​

3%

​

バス

3%

​

16%

2%

10%

​

​

3%

3%

自動車

86%

89%

26%

88%

78%

98%

92%

82%

85%

原付・バイク

​

​

​

​

​

​

​

​

​

自転車

5%

5%

23%

6%

3%

​

4%

4%

6%

徒歩

3%

​

6%

3%

5%

​

​

7%

4%

その他

​

​

​

​

​

​

​

​

​

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（凡例）

全目的計
(N=3484)

通勤
(N=1002)

通学
(N=70)

買物
(N=744)

通院
(N=215)

家族の送迎
(N=213)

業務上の移動
(N=107)

その他
(N=464)

帰宅
(N=669)

（発地） （目的）
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⑥ 移動時間帯（出発時刻を基準） 

・移動のピークは朝 7～8時台であり、その大部分は通勤・通学の移動です。 

・買物・私用目的の移動のピークは午前 10 時頃で、午後の移動は午前に比べて少なくな

っています。 

・夕方帰宅時のピークは 17 時～18 時ごろとなっています。 

・鉄道は朝 7時台にはっきりとしたピークが見られ、バスは午前中 7時台から 10 時台ま

でややなだらかなピークが見られます。 

＜目的別・出発時間帯別交通量（㊧：全目的積み上げ、㊨：移動目的別）＞ 

 

＜交通手段別・出発時間帯別交通量（㊧：全交通手段積み上げ、㊨：移動交通手段別）＞ 

  

（鉄道・バスのみ表示） 

 

 

  

買物・私用 

帰宅 

0

10

20

30

40

50

60

3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 22 23

鉄道 バス

時台
0

5

10

15

20

25

30

35

40

3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 22 23

鉄道 バス

時台

（回答数） （回答数） 

0

100

200

300

400

500

600

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

鉄道 バス 自動車 原付・バイク 自転車 徒歩 その他

時台
0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

鉄道 バス 自動車 原付・バイク 自転車 徒歩 その他

時台

（回答数） （回答数） 

-50

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

通勤 通学 買物 通院 家族の送迎 業務上の移動 その他 帰宅

時台
0

100

200

300

400

500

600

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

通勤 通学 買物 通院 家族の送迎 業務上の移動 その他 帰宅

時台

（回答数） （回答数） 
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(３) 日常の移動状況について（問 1） 

① 目的別交通手段 

・通学が公共交通の利用率が合計で 54%と最も高くなっています。一方で送迎も 13%見ら

れます。 

・その他の目的は全体的に自動車の利用がほとんどとなっていますが、通院はコミュニ

ティバスの利用が 5%あります。 

  
※買物、通院、趣味娯楽、その他については、設問の性質上、複数の目的施設に対し

複数の移動手段を回答できるため、目的施設回答数を母数としている 

② 外出頻度 

・通勤・通学は週 5日以上とほぼ毎日の移動が 8割程度を占めています。 

・買物は週に 1日以上と定期的な外出が 9割程度となっています。 

・通院に関しては、週に 1日以上の利用は 15%とそれほど多くはありませんでした。 

   

4%

25%

​

​

4%

7%

​

3%

​

​

​

4%

​

9%

​

​

​

​

​

17%

​

5%

2%

6%

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

​

88%

40%

83%

76%

80%

72%

​

13%

2%

4%

2%

6%

​

​

​

​

​

​

7%

32%

8%

5%

5%

6%

6%

12%

7%

5%

6%

5%

​

5%

​

​

​

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140% 160% 180%

通勤
(N=1257)

通学

(N=114)

買物
(N=2664)

通院

(N=1806)

趣味娯楽
(N=1106)

その他
(N=406)

あいの風とやま鉄道 万葉線 路線バス コミュニティバス デマンドタクシー タクシー

自動車 送迎 原付・バイク 自転車 徒歩 その他

84%

77%

26%

2%

5%

12%

12%

10%

33%

2%

17%

12%

3%

9%

30%

11%

33%

30%

1%

3%

8%

36%

29%

30%

1%

1%

2%

29%

10%

9%

1%

21%

6%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤
(N=1193)

通学
(N=91)

買物
(N=1581)

通院
(N=1208)

趣味娯楽
(N=759)

その他
(N=291)

週5日以上 週に3～4日 週に1～2日 月に1～3日 年に6～11日 年に1～5日

公共交通 

利用 



20 

③ 主な目的地施設 

全手段 

・全目的のなかでみても商業施設への移動が多く、中でも大島地区の商業施設への移動

が多くなっています。 

・通院目的では真生会富山病院が最も多く、次いで射水市民病院への移動が続きます。 

 

＜目的地施設（目的別・延べ回答数※上位 30）＞ 
  ※延べ回答数の定義：設問で聞いている施設ごとの訪問頻度を週単位に換算して足し合わせたものと定義 

■全目的

順位 施設名 所在地
地区

（地域振興会）

延べ回答数
（回/週）

1 アルビス 大島店 射水市内 大島 744
2 アプリオ 射水市内 大島 607
3 サンコー大門店 射水市内 大島 400
4 パスコ 射水市内 中太閤山 317
5 アルプラザ小杉 射水市内 三ヶ 253
6 アルビス姫野店 高岡市 射水市外 250
7 アルビス 歌の森店 射水市内 戸破 238
8 大阪屋ショップ 呉羽店 富山市 射水市外 207
9 カモン新湊ショッピングセンター 射水市内 新湊 204

10 イオンモール高岡 高岡市 射水市外 148
11 真生会富山病院 射水市内 二口 130
12 大阪屋ショップ 太閤山店 射水市内 南太閤山 124
13 スーパーマーケットバロー 中曽根店 高岡市 射水市外 104
14 アルビス 呉羽本郷店 富山市 射水市外 92
15 アルビス いみずの小杉店 射水市内 橋下条 88
16 新鮮市場ホリタ 射水市内 新湊 87
17 DCMカーマ21大島店 射水市内 大島 79
18 射水市民病院 射水市内 塚原 73
19 クスリのアオキ新大門店 射水市内 二口 57
20 いみずスポーツクラブ 射水市内 大島 49
21 ヒラキストア 野村中央店 高岡市 射水市外 39
22 富山新港元気の森公園 射水市内 堀岡 39
23 海竜スポーツランド 射水市内 堀岡 35
24 富山大学附属病院 富山市 射水市外 32
25 パークゴルフ南郷 射水市内 水戸田 31
26 射水市大門総合会館 射水市内 大門 28
27 コストコホールセール 射水倉庫店 射水市内 金山 26
28 皆川医院 射水市内 海老江 26
29 射水市下村パークゴルフ場 射水市内 下村 25
30 大島中央公園 射水市内 大島 24

■買物

順位 施設名 所在地
地区

（地域振興会）

延べ回答数
（回/週）

1 アルビス 大島店 射水市内 大島 736
2 アプリオ 射水市内 大島 605
3 サンコー大門店 射水市内 大島 398
4 パスコ 射水市内 中太閤山 279
5 アルビス姫野店 高岡市 射水市外 250
6 アルビス 歌の森店 射水市内 戸破 238
7 アルプラザ小杉 射水市内 三ヶ 230
8 大阪屋ショップ 呉羽店 富山市 射水市外 203
9 カモン新湊ショッピングセンター 射水市内 新湊 192

10 大阪屋ショップ 太閤山店 射水市内 南太閤山 124
11 スーパーマーケットバロー 中曽根店 高岡市 射水市外 104
12 アルビス 呉羽本郷店 富山市 射水市外 92
13 イオンモール高岡 高岡市 射水市外 90
14 アルビス いみずの小杉店 射水市内 橋下条 88
15 新鮮市場ホリタ 射水市内 新湊 87
16 DCMカーマ21大島店 射水市内 大島 74
17 クスリのアオキ新大門店 射水市内 二口 57
18 ヒラキストア 野村中央店 高岡市 射水市外 39
19 コストコホールセール 射水倉庫店 射水市内 金山 24
20 サンコー野村本店 高岡市 射水市外 22
21 アルビス 米島店 高岡市 射水市外 17
22 マルサムバラエティセンター 姫野店 高岡市 射水市外 16
23 新鮮市場射北店 射水市内 堀岡 15
24 アルビス 野村店 高岡市 射水市外 15
25 クスリのアオキ小杉北店 射水市内 三ヶ 14
26 クスリのアオキ 中曽根薬局 高岡市 射水市外 10
27 フューチャー シティー ファボーレ 富山市 射水市外 10
28 スーパーマーケットバロー 石坂店 富山市 射水市外 10
29 クスリのアオキ 西新湊店 射水市内 新湊 10
30 大和 高岡店 高岡市 射水市外 9

■趣味娯楽・その他

順位 施設名 所在地
地区

（地域振興会）

延べ回答数
（回/週）

1 イオンモール高岡 高岡市 射水市外 57
2 いみずスポーツクラブ 射水市内 大島 49
3 富山新港元気の森公園 射水市内 堀岡 39
4 海竜スポーツランド 射水市内 堀岡 35
5 パークゴルフ南郷 射水市内 水戸田 31
6 射水市大門総合会館 射水市内 大門 28
7 パスコ 射水市内 中太閤山 26
8 射水市下村パークゴルフ場 射水市内 下村 25
9 大島中央公園 射水市内 大島 24

10 小杉体育館 射水市内 戸破 23
11 アルプラザ小杉 射水市内 三ヶ 23
12 新湊アイシン軽金属スポーツセンター・新湊総合体育館 射水市内 作道 22
13 射水市足洗老人福祉センター 射水市内 本江 22
14 射水市中央図書館 射水市内 戸破 17
15 射水市 中太閤山コミュニティセンター 射水市内 中太閤山 16
16 県民公園太閤山ランド 射水市内 黒河 15
17 歌の森運動公園 射水市内 黒河 15
18 大島くるみ病院 射水市内 大島 15
19 太閤山カントリークラブ 射水市内 金山 14
20 射水市 太閤山コミュニティセンター 射水市内 太閤山 13
21 富山県立高岡高等学校 高岡市 射水市外 13
22 高周波文化ホール（新湊中央文化会館） 射水市内 新湊 13
23 小杉駅 射水市内 三ヶ 12
24 射水市 大島コミュニティセンター 射水市内 大島 11
25 いみず苑 射水市内 七美 11
26 JSSスイミングスクール高岡 高岡市 射水市外 10
27 射水市 大門コミュニティセントー 射水市内 櫛田 10
28 ヨシダ大島体育館 射水市内 大島 9
29 射水市 戸破コミュニティセンター 射水市内 戸破 9
30 射水市立大門小学校 射水市内 二口 9

■通院

順位 施設名 所在地
地区

（地域振興会）

延べ回答数
（回/週）

1 真生会富山病院 射水市内 二口 127
2 射水市民病院 射水市内 塚原 73
3 富山大学附属病院 富山市 射水市外 31
4 皆川医院 射水市内 海老江 26
5 済生会高岡病院 高岡市 射水市外 19
6 矢野神経内科医院 射水市内 新湊 15
7 高岡市民病院 高岡市 射水市外 15
8 渡辺内科クリニック 射水市内 二口 14
9 山田医院整形外科・内科 射水市内 三ヶ 13

10 パスコ 射水市内 中太閤山 12
11 厚生連高岡病院 高岡市 射水市外 12
12 道振整形外科医院 射水市内 二口 10
13 片口歯科医院 射水市内 橋下条 10
14 富山県リハビリテーション病院・こども支援センター 富山市 射水市外 10
15 浅山外科胃腸科医院 射水市内 大島 9
16 松本医院 射水市内 三ヶ 9
17 ひのき整形外科医院 射水市内 新湊 9
18 おおがくクリニック 射水市内 中太閤山 9
19 高橋医院 射水市内 黒河 9
20 島崎内科医院 射水市内 大島 8
21 北林クリニック 射水市内 戸破 8
22 和合整形外科医院 富山市 射水市外 7
23 越野医院 射水市内 放生津 7
24 のざわクリニック 射水市内 大門 7
25 カモン新湊ショッピングセンター 射水市内 新湊 7
26 すぎき整形外科 富山市 射水市外 7
27 越野眼科医院 射水市内 新湊 7
28 富川クリニック 射水市内 南太閤山 6
29 西能クリニック 富山市 射水市外 6
30 かみやま眼科 富山市 射水市外 6
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鉄道・バス 

・鉄道・バスの移動に関しては、射水市民病院への移動が最も多く、次いでパスコへの移

動が続きます。 

・これらはいずれもコミュニティバス路線の結節点として設定されている施設であり、

公共交通の利便性の高い施設となっています。 

 
  

■趣味娯楽・その他

順位 施設名 所在地
地区

（地域振興会）

延べ回答数
（回/週）

1 太閤山カントリークラブ 射水市内 金山 6
2 いみず苑 射水市内 七美 6
3 富山新港港湾労働者福祉センター 射水市内 作道 6
4 イオンモール高岡 高岡市 射水市外 4
5 射水市足洗老人福祉センター 射水市内 本江 4
6 県民公園太閤山ランド 射水市内 黒河 4
7 ケアハウス海王 射水市内 放生津 4
8 いみずスポーツクラブ 射水市内 大島 4
9 富山新聞文化センター高岡スタジオ 高岡市 射水市外 2

10 富山競輪場 富山市 射水市外 2
11 射水市立新湊小学校 射水市内 新湊 2
12 オーバード・ホール (富山市芸術文化ホール) 富山市 射水市外 1
13 アルプラザ小杉 射水市内 三ヶ 1
14 富山県民会館 富山市 射水市外 1
15 太閤山天然温泉太閤の湯 射水市内 太閤山 1
16 ヘアースタジオブーベンコップ 高岡市 射水市外 1
17 カラオケまねきねこ 高岡姫野店 高岡市 射水市外 1
18 富山県高岡文化ホール 高岡市 射水市外 1
19 明文堂書店 高岡射水店 射水市内 塚原 1
20 富山医療生協本部 富山市 射水市外 1

■全目的

順位 施設名 所在地
地区

（地域振興会）

延べ回答数
（回/週）

1 射水市民病院 射水市内 塚原 27
2 パスコ 射水市内 中太閤山 20
3 アルビス姫野店 高岡市 射水市外 19
4 真生会富山病院 射水市内 二口 16
5 アルプラザ小杉 射水市内 三ヶ 12
6 カモン新湊ショッピングセンター 射水市内 新湊 11
7 イオンモール高岡 高岡市 射水市外 9
8 アルビス 大島店 射水市内 大島 7
9 西能クリニック 富山市 射水市外 6

10 太閤山カントリークラブ 射水市内 金山 6
11 いみず苑 射水市内 七美 6
12 富山新港港湾労働者福祉センター 射水市内 作道 6
13 大和 高岡店 高岡市 射水市外 6
14 アプリオ 射水市内 大島 5
15 射水市足洗老人福祉センター 射水市内 本江 4
16 県民公園太閤山ランド 射水市内 黒河 4
17 なでしこ台歯科 射水市内 大江 4
18 大阪屋ショップ 太閤山店 射水市内 南太閤山 4
19 いみずスポーツクラブ 射水市内 大島 4
20 ケアハウス海王 射水市内 放生津 4
21 越野医院 射水市内 放生津 4
22 富山大学附属病院 富山市 射水市外 3
23 DCMカーマ21大島店 射水市内 大島 2
24 大和 富山店 富山市 射水市外 2
25 富山新聞文化センター高岡スタジオ 高岡市 射水市外 2
26 高岡市民病院 高岡市 射水市外 2
27 富山競輪場 富山市 射水市外 2
28 サンコー大門店 射水市内 大島 2
29 アルビス 米島店 高岡市 射水市外 2
30 矢野神経内科医院 射水市内 新湊 2

■買物

順位 施設名 所在地
地区

（地域振興会）

延べ回答数
（回/週）

1 アルビス姫野店 高岡市 射水市外 19
2 パスコ 射水市内 中太閤山 13
3 カモン新湊ショッピングセンター 射水市内 新湊 11
4 アルプラザ小杉 射水市内 三ヶ 10
5 アルビス 大島店 射水市内 大島 7
6 大和 高岡店 高岡市 射水市外 5
7 アプリオ 射水市内 大島 5
8 イオンモール高岡 高岡市 射水市外 5
9 大阪屋ショップ 太閤山店 射水市内 南太閤山 4

10 DCMカーマ21大島店 射水市内 大島 2
11 大和 富山店 富山市 射水市外 2
12 アルビス 米島店 高岡市 射水市外 2
13 サンコー大門店 射水市内 大島 2
14 アルビス 歌の森店 射水市内 戸破 2
15 イオン 高岡店 高岡市 射水市外 1
16 新鮮市場ホリタ 射水市内 新湊 1
17 フューチャー シティー ファボーレ 富山市 射水市外 0
18 マリエとやま 富山市 射水市外 0
19 アニメイト富山 富山市 射水市外 0
20 ジョイフルシマヤ小杉店 射水市内 三ヶ 0

■通院

順位 施設名 所在地
地区

（地域振興会）

延べ回答数
（回/週）

1 射水市民病院 射水市内 塚原 27
2 真生会富山病院 射水市内 二口 16
3 パスコ 射水市内 中太閤山 7
4 西能クリニック 富山市 射水市外 6
5 なでしこ台歯科 射水市内 大江 4
6 越野医院 射水市内 放生津 4
7 富山大学附属病院 富山市 射水市外 3
8 高岡市民病院 高岡市 射水市外 2
9 矢野神経内科医院 射水市内 新湊 2

10 道振整形外科医院 射水市内 二口 2
11 ほそかわ接骨院 射水市内 三ヶ 2
12 富山市立富山市民病院 富山市 射水市外 1
13 厚生連高岡病院 高岡市 射水市外 1
14 富山赤十字病院 富山市 射水市外 1
15 おおがくクリニック 射水市内 中太閤山 1
16 グリーンヒルズ若草病院 射水市内 水戸田 1
17 浅山外科胃腸科医院 射水市内 大島 1
18 福尾眼科医院 高岡市 射水市外 0
19 のざわクリニック 射水市内 大門 0
20 北林クリニック 射水市内 戸破 0
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(４) 市内を通る公共交通（鉄道、バス等）について（問 3～問 4） 

① 公共交通（鉄道、バス等）の利用頻度 

・各公共交通機関において「全く利用しない」と回答した人は、あいの風とやま鉄道で

58%、万葉線で 85%、路線バスで 87%、コミュニティバスで 84%、デマンドタクシーで

98％、タクシーで 80％となっています。 

・定期的な利用者（月に 1日以上利用）は、あいの風とやま鉄道で 8%、万葉線で 2%、路

線バスで 2%、コミュニティバスで 4%、デマンドタクシーで 1％、タクシーで 1％とな

っています。 

 

＜公共交通（鉄道、バス等）交通機関別の利用頻度＞ 

・鉄道・バス等のいずれかを月 1回以上利用している人は全体の 12%（週一回以上利用し

ている人は全体の 6%）です。一方で、鉄道・バス等のいずれも全く利用していない人

は 49%存在します。 

・地域別に見ると、西部臨海地域、小杉駅周辺地域、南東部地域では 15%程度の人が月 1

回以上鉄道・バス等を利用しています。 

 

＜公共交通（鉄道・バス等）の利用頻度＞ 
※あいの風とやま鉄道、万葉線、路線バス、コミュニティバス、デマンドタクシー、タクシーの利用頻度の合計から算出 
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② 公共交通（鉄道、バス等）の満足度 

・「やや不満」「不満」と答えた方は、あいの風とやま鉄道で 9%、万葉線で 2%、路線バス

で 6%、コミュニティバスで 11%、デマンドタクシーで 3%、タクシーで 3％となってい

ます。 

・「使わないので分からない」を除いて「やや不満」「不満」と答えた方は、あいの風とや

ま鉄道で 19%、万葉線で 10%、路線バスで 31%、コミュニティバスで 43%、デマンドタ

クシーで 7%、タクシーで 13％となっています。 

 

 

 

＜公共交通（鉄道、バス等）の満足度＞ 
 

 

 

＜公共交通（鉄道、バス等）の満足度（「使わないのでわからない」除く）＞ 
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24 

③ 公共交通に対する不満の理由について 

・どの交通機関も「運行本数が少なかった」が多く回答されています。 

・コミュニティバスに関しては、「乗り継ぎが悪かった」との意見も多く見られています。 

・デマンドタクシーでは、「乗る便がわからなかった」との意見が最も多くなっています。 

 

 

(５) コミュニティバスについて（問 5、問 6） 

① コミュニティバスをあまり利用しない理由について 

・「自分で自動車等を運転できる」が 86％で最も多く、次いで「家族等が自動車で送迎し

てくれる」が 18％となっています。コミュニティバスに対する直接的な不満が理由で

はなく、自動車による移動が可能であるためあえてコミュニティバスを使うことはな

いとの考えの方が多く、公共交通利用の意識が低いことが考えられます。 

・コミュニティバスの直接的な利便性に関する意見としては、「どのコミュニティバスに

乗ればよいかわからない」が 7％となっています。 
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② コミュニティバスの利用が増える工夫・改善について 

・「バスや鉄道との待ち時間の少ない乗り継ぎ」が 22％で最も多く、次いで「自由乗降区

間の導入」が 21％、「バス停の増設」が 20％となっています。 
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(６) デマンドタクシーについて（問 7～問 9） 

① デマンドタクシーの利用の有無について 

・「利用したことがない」が 96％とほとんどとなっています。 

 
 

② デマンドタクシーを利用しない理由について 

・「利用する機会がない」が 70％で最も多く、次いで「利用方法がわからない」が 23％、

「予約が面倒」が 8％となっています。 
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③ コミュニティバスの代わりにデマンドタクシーを導入することについて 

・「定時運行で予約しなくても乗れるコミュニティバスの方が良い」が 36％で最も多く、

次いで「通勤・通学時間帯はコミュニティバスを運行し、利用客の少ない日中はデマン

ドタクシーを導入した方が良い」が 34％、「便利な交通手段だと思うので、コミュニテ

ィバスの代わりにデマンドタクシーを導入した方が良い」が 13％となっています。 

 

(７) これからのコミュニティバス・デマンドタクシーについて（問 10） 

・サービス水準の維持に関する意見が 41%、向上に関する意見が 20%、経営の効率化に関

する意見が 39%となっています。 

・「ＮＰＯや地域などが主体で運行するバス等に移行し、現状のサービス水準を見直す」

が 28％で最も多く、次いで「運行経費が増えても、税金等を投入し、現状のサービス

水準を維持する」が 26％、「税金等の投入を抑えるため、運賃を増額し、現状のサービ

ス水準を維持する」が 15％となっています。 

 

  

定時運行で予約しなく

ても乗れるコミュニティ

バスの方が良い

36%

通勤・通学時間帯はコミュニ

ティバスを運行し、利用客の少

ない日中はデマンドタクシーを

導入した方が良い

34%

便利な交通手段だと思

うので、コミュニティバ

スの替わりにデマンド

タクシーを導入した方

が良い
13%

その他

17%

(N=1,604)

26%

15%

9%

11%

28%

12%

0% 10% 20% 30%

運行経費が増えても、税金等を投入し、現状の

サービス水準を維持する

税金等の投入を抑えるため、運賃を増額し、現

状のサービス水準を維持する

税金等の投入を増やし、サービス水準をもっと

向上させる

税金等の投入を抑えるため、サービス水準が現

状より低くなってもやむを得ない

ＮＰＯや地域などが主体で運行するバス等に移

行し、現状のサービス水準を見直す

その他

サービス水準の維持

に関する意見：41%

サービス水準の向上

に関する意見：20%

経営の効率化

に関する意見：39%

(N=1797)
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(８) 自由意見（問 12） 

・鉄道に関する意見については、件数は多くはありませんが、本数・ダイヤに関する意見

等が寄せられました。 

・バスに関する意見としては、運行本数に関する意見のほか、運行ルート（見直し・廃

止）に関する意見や、他交通機関との接続（鉄道など）に関する意見が多く寄せられま

した。 

・その他公共交通全般に関しては、公共交通全般の充実の必要性に関する意見、次いで現

状維持・継続に関する意見が多く寄せられました。 

  

件数
鉄道の本数・ダイヤ 8
JRと北鉄との接続 0

鉄道の車両増結・混雑緩和・車内環境 1
新幹線・特急停車 0
駅施設・バリアフリー 2
駐車場・駐輪場・駅周辺 5
新線・新駅整備 7
鉄道の運休・遅延・雨雪対策 1
鉄道の接遇・マナー・営業サービス 2
鉄道の運賃 2
バスの運行ルート（自宅付近） 14
バスの運行ルート（買い物施設・駅等） 17
バスの運行ルート（病院） 10
バスの運行ルート（学校） 4
バスの運行ルート（見直し・廃止） 22
コミュニティバスの充実 15
コミュニティバスの廃止 8
バス運行本数（本数の増減） 31
バス運行本数（時間帯の見直し） 15
バス運行本数（最終便） 8
バス運行本数（病院へ） 0
バス運行本数（買い物施設へ） 0
バスの土日運行 0
バスのフリー乗降 4
バスの他交通機関との接続 22
バスのバリアフリー化 2
バス停施設 2
バスの遅延対策・定時性向上 2
バスのICカード 1

バスのわかりやすさ・情報提供 24
バスの接遇・マナー 14
バスの運賃 1
バスの運行コスト 25
デマンドの運行ルート・本数 15
デマンドの予約方法 9
デマンドタクシーの充実 12
デマンドタクシーの接客 4
デマンドタクシーの廃止 4
公共交通全般の充実の必要性 61
将来への不安（車からの転換） 28
公共交通の不便さ全般 21
公共交通全般の本数・ダイヤ 5
公共交通全般のバリアフリー化 5
移動に対する補助の充実 24
公共交通全般の安全対策 1
充実している・満足 18
現状維持・継続 54
廃止もやむを得ない 2
道路整備 4
公共交通と無関係な回答 28
アンケート回答方法 10
将来公共交通を利用したい 29
利用しない・わからない 42
不明・特になし 30

デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー

に
関
す
る

意
見

公
共
交
通
全
般
・
そ
の
他

鉄
道
に
関
す
る
意
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ス
に
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す
る
意
見

意見分類
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２章 利用者アンケート調査 

１)  コミュニティバス 

(１) 調査概要 

① 調査名 

射水市コミュニティバス乗降調査（利用者アンケート） 
※本報告書内では「利用者アンケート調査」と略記します。 

 

② 調査の目的 

本調査は、市民の日常生活の移動手段や公共交通に関する意見等を把握し、より良い公共

交通を実現するための指針となる射水市地域公共交通網形成計画の策定に向けた基礎資料と

するために実施した。 

 

③ 調査手法 

 コミュニティバス車内に調査員を配置し、利用者へのアンケート調査及びバス停別乗降

車数の計測を実施 

 調査は、利用者への調査票の直接配布、バス車内降車口での回収を基本に実施するが、車

内の混雑状況等に応じて、適宜、直接聞き取りを実施調査票は A4・１枚とし、必要に応

じて調査員が補完記入 

 

④ 調査日時 

 平日：平成 30年 9 月 26 日（水） 

 平日（定地調査）：平成 30 年 10 月 17 日（水） 
※多くの乗降客が見込まれる市民病院、小杉駅南口、パスコ前、新湊地区センター前にて調査（非乗込） 

 休日：平成 30年 10 月 14 日（日） 

 

⑤ 集計上の留意事項 

 各設問の集計は、無回答を除いた合計を母数（100％）として各選択項目の回答数の割合

を示している。 

 パーセンテージについては、小数点第１位を四捨五入しているため、構成比の合計は必

ずしも 100％に一致しない。 

 表記スペースの関係上、３％未満の値を省略しているものがある。 

 複数回答の設問は、有効回答者数を母数（100％）としているため、選択項目の回答数の

割合は、合計すると 100％以上となる。 

 ※複数回答の設問には、複数回答とアイコンを表記 

 「Ｎ」は有効回答数を表している。  
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⑥ 調査票 

 

 

射水市コミュニティバス乗降調査（利用者アンケート） 

－調  査  票－ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【調査員事前記入項目】 

ご利用日   月   日（  ） 

   路  線：            線                           行き 

      便  ：第   便 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

Ｑ１ あなた自身についてお聞きします（それぞれ、1つのみ選択） 

 性 別：□男性      □女性 

 年 齢：□10代 □20 代 □30 代 □40 代 □50 代 □60 代 □70 代 □80 歳以上 

Ｑ２ 今回のお出かけの目的と主な行き先を教えて下さい。 

目 的（主要なものすべて選択） 

□通勤   □通学   □買物   □通院   □手続き（市役所・郵便局等） 

□趣味・娯楽・サークル（入浴施設、公民館、図書館含む） 

□観光  □その他（                             ） 

主な行き先                                             

Ｑ３ 今回、利用する乗車バス停・降車バス停を教えて下さい。また、他の路線や公共交通

に乗り換える場合は、乗り換える交通機関を併せて教えて下さい。 

乗車バス停：             降車バス停：              

目的地までに乗り換えがある場合の利用交通機関（すべて選択） 

□コミュニティバス   □万葉線      □あいの風とやま鉄道  

□路線バス       □県営フェリー   □その他（        ） 

Ｑ４ コミュニティバスの利用頻度を教えて下さい。（1つのみ選択） 

□週５日以上           □週に３～４日      □週に１～２日   □月に１～３日 

□年に６～11回          □年に１～５回       □その他（         ） 

Ｑ５ コミュニティバスの改善点を具体的な内容と併せて教えて下さい。 

改善点（すべて選択） 

□便数 □運行経路・時間 □バス停の設置場所 □乗継環境 □車内環境  

□待合環境 □運賃 □車両（大きさ、バリアフリー等） □その他 

具体的な内容                                                

Ｑ６ コミュニティバスに対するご意見等がございましたら、ご自由に記入して下さい。 

 

ご協力いただき、ありがとうございました。 
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⑦ 回収結果 

 平日：522 票（通常 361 票＋定地調査 161 票） 

 休日：135 票 
    ※無効票除く 

＜路線別回収所結果＞ 

 

  

路線 平日 休日
⓪中央幹線 49 0
①新湊・大門線 52 7
②新湊・本江線 86 12
③七美・作道経由庄西線 12 7
④塚原・作道循環線 7 0
⑤新湊・越中大門駅線 15 1
⑥新湊・呉羽駅線 24 5
⑦新湊・小杉線 83 31
⑫小杉駅・金山線 15 4
⑬小杉地区循環線 45 16
⑭小杉駅・太閤山線
（小杉駅⇔小杉ふれあいセンター） 51 8
⑭小杉駅・太閤山線
（小杉駅⇔太閤山ランド） 21 5
⑮小杉駅・白石経由足洗線 14 7
⑯小杉駅・大江経由足洗線 15 14
⑰海王丸パーク・ライトレール接続線 0 2
⑱堀岡・片口経由小杉駅線 33 16

計 522 135
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(２) 集計結果（平日） 

① 性別 

・全路線では女性の回答が 69%と多くなっています。路線によっては 9割程度が女性利用

者の路線もあります。 

・一方⑭小杉駅・太閤山線は半分程度が男性となっています。 

                                       

  

31%

37%

20%

25%

33%

14%

27%

21%

38%

7%

23%

48%

61%

14%

13%

0%

50%

69%

63%

80%

75%

67%

86%

73%

79%

62%

93%

77%

52%

39%

86%

87%

0%

50%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線計
(N=505)

⓪中央幹線
(N=49)

①新湊・大門線
(N=51)

②新湊・本江線
(N=83)

③七美・作道経由庄西線
(N=12)

④塚原・作道循環線
(N=7)

⑤新湊・越中大門駅線
(N=15)

⑥新湊・呉羽駅線
(N=24)

⑦新湊・小杉線
(N=82)

⑫小杉駅・金山線
(N=14)

⑬小杉地区循環線
(N=43)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔小杉

ふれあいセンター）(N=46)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔太閤

山ランド）(N=18)

⑮小杉駅・白石経由足洗線
(N=14)

⑯小杉駅・大江経由足洗線
(N=15)

⑰海王丸パーク・ライトレール接続線
(N=0)

⑱堀岡・片口経由小杉駅線
(N=32)

男性 女性
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② 年齢 

・全路線では 80歳以上の回答が 23%と最も多く、次いで 10 代が 21%となっています。 

・⑤新湊・越中大門線及び⑥新湊・呉羽線は 10代の利用率が特に高くなっています。 

＜年齢＞ 

 

・どの年代も全体的に女性の率が高くなっていますが、特に 80 歳以上は 78%と特に高く

なっています。 

＜性別×年齢＞ 
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6%

7%
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14%
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16%

24%
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14%
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13%

23%

40%

12%

26%

5%

14%

27%

9%
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12%

46%

42%

58%

43%

9%

18%

20%

21%

18%

5%

14%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線計
(N=511)

⓪中央幹線
(N=49)

①新湊・大門線
(N=50)

②新湊・本江線
(N=83)

③七美・作道経由庄西線
(N=12)

④塚原・作道循環線
(N=7)

⑤新湊・越中大門駅線
(N=15)

⑥新湊・呉羽駅線
(N=23)

⑦新湊・小杉線
(N=82)

⑫小杉駅・金山線
(N=15)

⑬小杉地区循環線
(N=43)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔小杉ふれあいセ

ンター）(N=50)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔太閤山ランド）
(N=21)

⑮小杉駅・白石経由足洗線
(N=14)

⑯小杉駅・大江経由足洗線
(N=15)

⑰海王丸パーク・ライトレール接続線
(N=0)

⑱堀岡・片口経由小杉駅線
(N=32)

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上
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③ 目的 複数回答 

・路線計では、通勤・通学利用計で 37%、買物利用が 28%、通院利用が 27%となっていま

す。 

・路線別に見ると、⑤、⑥、⑮は半数以上が通学利用となっています。また、③や⑫は半

数以上が通院利用となっています。このことから、路線によっては利用目的がかなり

固定されているものもあると考えられます。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140%

路線計
(N=522)

⓪中央幹線
(N=49)

①新湊・大門線
(N=52)

②新湊・本江線
(N=86)

③七美・作道経由庄西線
(N=12)

④塚原・作道循環線
(N=7)

⑤新湊・越中大門駅線
(N=15)

⑥新湊・呉羽駅線
(N=24)

⑦新湊・小杉線
(N=83)

⑫小杉駅・金山線
(N=15)

⑬小杉地区循環線
(N=45)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔小杉ふれあいセンター）
(N=51)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔太閤山ランド）
(N=21)

⑮小杉駅・白石経由足洗線
(N=14)

⑯小杉駅・大江経由足洗線
(N=15)

⑰海王丸パーク・ライトレール接続線
(N=0)

⑱堀岡・片口経由小杉駅線
(N=33)

通勤 通学 買物 通院 手続き(市役所・郵便局等) 趣味・娯楽・サークル

(入浴施設、公民館、図書館含む)

観光 その他
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④ 行き先（目的地施設名）（上位 20） 

・射水市民病院、小杉駅、パスコ前、アルプラザ小杉など、各路線の結節点となっている

バス停に最寄りの施設が目的地として多く回答されています。 

 

⑤ 乗降バス停（上位 20） 

・小杉駅（前・南口）、市民病院、パスコ前、新湊地区センターなど、各路線の結節点と

なっているバス停で多くの乗降が見られます。 

・これは概ね昨年度の乗降実績値の傾向とも一致します。 

 

    

目的地施設名 回答件数
1 射水市民病院 25
2 自宅 24
3 小杉駅 22
4 パスコ 15
5 アルプラザ小杉 12
6 富山高等専門学校 射水キャンパス 10
7 射水市足洗老人福祉センター 9
8 真生会富山病院 8
9 富山県立呉羽高等学校 6

10 富山県立大学 6
11 イータウン大島 4
12 富山県立大門高等学校 4
13 射水市新湊地区センター 4
14 アイザック小杉文化ホールラポール 3
15 富山短期大学 2
16 呉羽駅 2
17 富山県立新湊高等学校 2
18 富山駅 2
19 カモン新湊ショッピングセンター 2
20 射水市役所 2

■乗車バス停
順位 バス停 回答数

1 小杉駅前 75
2 市民病院 66
3 小杉駅南口 52
4 パスコ前 30
5 新湊地区センター前 21
6 中新湊駅前 9
7 練合 8
8 足洗老人福祉センター 7
9 越中大門駅 6

10 真生会富山病院前 6
11 呉羽駅前 6
12 本町３丁目 5
13 呉羽高校前 5
14 射北中学校前 5
15 新湊高校前 5
16 大門高校 5
17 新港東口 5
18 新明町 4
19 堀岡中町 4
20 新湊信用金庫前 4

■降車バス停
順位 バス停 回答数

1 市民病院 62
2 小杉駅前 49
3 小杉駅南口 41
4 パスコ前 27
5 真生会富山病院前 17
6 新湊地区センター前 14
7 足洗老人福祉センター 11
8 海老江中町 11
9 イータウン 8

10 千成商店街 8
11 富山県立大学前 7
12 練合 7
13 越中大門駅 7
14 高場口 7
15 中新湊駅前 6
16 呉羽高校前 6
17 姫野口 6
18 本町３丁目 6
19 七美中野 5
20 新港東口 4
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⑥ 乗り換え先 複数回答 

・路線全体では乗換なしが 58%（＝なんらかの乗り換え利用が 42%）、コミュニティバス

への乗り換えが 25%、あいの風とやま鉄道への乗り換えが 14%となっています。 

・乗換なしが半数以下（半分以上の利用者が乗り換え利用）の路線は、⑥、⑮、⑯、⑱と

なっています。 

 

 

 

 

  

58%

51%

58%

57%

75%

57%

100%

42%

67%

73%

64%

51%

67%

43%

20%

48%

14%

24%

13%

1%

33%

8%

16%

24%

19%

14%

20%

33%

3%

8%

5%

8%

5%

2%

3%

3%

6%

6%

2%

4%

5%

9%

25%

20%

33%

37%

25%

43%

42%

17%

27%

13%

14%

10%

50%

67%

15%

1%

2%

4%

3%

3%

2%

4%

7%

14%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140%

路線計
(N=522)

⓪中央幹線
(N=49)

①新湊・大門線
(N=52)

②新湊・本江線
(N=86)

③七美・作道経由庄西線
(N=12)

④塚原・作道循環線
(N=7)

⑤新湊・越中大門駅線
(N=15)

⑥新湊・呉羽駅線
(N=24)

⑦新湊・小杉線
(N=83)

⑫小杉駅・金山線
(N=15)

⑬小杉地区循環線
(N=45)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔小杉ふれあいセンター）
(N=51)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔太閤山ランド）
(N=21)

⑮小杉駅・白石経由足洗線
(N=14)

⑯小杉駅・大江経由足洗線
(N=15)

⑰海王丸パーク・ライトレール接続線
(N=0)

⑱堀岡・片口経由小杉駅線
(N=33)

乗換なし あいの風とやま鉄道 万葉線 路線バス コミュニティバス 県営フェリー その他
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⑦ 利用頻度 

・路線計では、週に 1回以上利用する高頻度の利用者が約 8割と多くなっています。 

・路線別にみると、概ねいずれの路線も週に 1 回以上利用する高頻度の利用者が約半数

を超えている路線が多いですが、④は 14%と低くなっています。 

 

 

  

35%

45%

41%

32%

8%

100%

43%

32%

15%

16%

38%

36%

60%

72%

21%

17%

16%

22%

25%

14%

22%

30%

67%

20%

24%

19%

14%

13%

20%

21%

16%
32%

25%

26%

18%

13%

34%

12%

19%

21%

13%

6%

16%

6%

12%

10%

25%

71%

9%

16%

27%

35%

14%

29%

13%

6%

3%

2%

6%

2%

14%

1%

7%

6%

7%

3%

4%

6%

1%

17%

3%

13%

5%

2%

5%

3%

1%

4%

2%

4%

5%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線計
(N=497)

⓪中央幹線
(N=47)

①新湊・大門線
(N=49)

②新湊・本江線
(N=81)

③七美・作道経由庄西線
(N=12)

④塚原・作道循環線
(N=7)

⑤新湊・越中大門駅線
(N=15)

⑥新湊・呉羽駅線
(N=23)

⑦新湊・小杉線
(N=76)

⑫小杉駅・金山線
(N=15)

⑬小杉地区循環線
(N=41)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔小杉ふれあいセンター）
(N=49)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔太閤山ランド）
(N=21)

⑮小杉駅・白石経由足洗線
(N=14)

⑯小杉駅・大江経由足洗線
(N=15)

⑰海王丸パーク・ライトレール接続線
(N=0)

⑱堀岡・片口経由小杉駅線
(N=32)

週5日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に１～３日 年に６～１１回 年に１～５回 その他
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⑧ 改善点 複数回答 

・路線計では、便数が 62%と最も高く、次いで運行経路・時間が 20%となっています。 

・路線別には、概ね便数と運行経路・時間に対する意見が多い傾向は同じですが、その

率が高い路線があり、便数への意見の率が④⑤⑥⑫⑯⑱では 80%を超えています。ま

た、運行経路・時間への意見の率が⑤では 80%を超えています。 

 

   

62%

39%

10%

10%

9%

9%

6%

5%

20%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

便数

運行経路・時間

バス停の設置場所

乗継環境

待合環境

車両(大きさ、バリアフリー等)

運賃

車内環境

その他

(N=274)

62%

60%

39%

58%

29%

100%

100%

85%

30%

80%

62%

59%

22%

78%

80%

0%

85%

39%

40%

36%

38%

14%

0%

82%

50%

45%

50%

35%

35%

56%

22%

30%

0%

31%

10%

3%

4%

4%

14%

0%

18%

15%

25%

0%

12%

18%

11%

0%

0%

0%

8%

10%

7%

25%

8%

14%

0%

0%

0%

5%

0%

9%

15%

22%

11%

10%

0%

8%

5%

0%

7%

0%

14%

0%

9%

15%

5%

0%

3%

0%

0%

11%

0%

0%

12%

9%

7%

7%

17%

14%

0%

18%

15%

5%

0%

18%

12%

0%

0%

0%

0%

0%

6%

7%

0%

8%

14%

0%

0%

0%

5%

0%

9%

21%

0%

0%

10%

0%

0%

9%

3%

11%

13%

0%

0%

9%

30%

10%

0%

3%

3%

0%

22%

20%

0%

12%

20%

23%

18%

29%

29%

0%

0%

35%

25%

0%

15%

12%

22%

11%

30%

0%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

路線計
(N=274)

⓪中央幹線
(N=30)

①新湊・大門線
(N=28)

②新湊・本江線
(N=24)

③七美・作道経由庄西線
(N=7)

④塚原・作道循環線
(N=2)

⑤新湊・越中大門駅線
(N=11)

⑥新湊・呉羽駅線
(N=20)

⑦新湊・小杉線
(N=20)

⑫小杉駅・金山線
(N=10)

⑬小杉地区循環線
(N=34)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔小杉ふれあいセンター）
(N=34)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔太閤山ランド）
(N=9)

⑮小杉駅・白石経由足洗線
(N=9)

⑯小杉駅・大江経由足洗線
(N=10)

⑰海王丸パーク・ライトレール接続線
(N=0)

⑱堀岡・片口経由小杉駅線
(N=26)

便数 運行経路・時間

バス停の設置場所 乗継環境

車内環境 待合環境

運賃 車両(大きさ、バリアフリー等)

その他
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(３) 集計結果（休日） 

① 性別 

・全路線では女性の回答が 65%と多くなっています。路線によっては 9割程度が女性利用

者の路線もあります。 

・一方⑭小杉駅・太閤山線は半分程度が男性となっています。 

                                       

  

35%

0%

43%

33%

29%

0%

0%

40%

44%

50%

8%

50%

75%

14%

21%

50%

44%

65%

0%

57%

67%

71%

0%

100%

60%

56%

50%

92%

50%

25%

86%

79%

50%

56%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線計
(N=124)

⓪中央幹線
(N=0)

①新湊・大門線
(N=7)

②新湊・本江線
(N=9)

③七美・作道経由庄西線
(N=7)

④塚原・作道循環線
(N=0)

⑤新湊・越中大門駅線
(N=1)

⑥新湊・呉羽駅線
(N=5)

⑦新湊・小杉線
(N=27)

⑫小杉駅・金山線
(N=4)

⑬小杉地区循環線
(N=13)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔小杉

ふれあいセンター）(N=8)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔太閤

山ランド）(N=4)

⑮小杉駅・白石経由足洗線
(N=7)

⑯小杉駅・大江経由足洗線
(N=14)

⑰海王丸パーク・ライトレール接続線
(N=2)

⑱堀岡・片口経由小杉駅線
(N=16)

男性 女性
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② 年齢 

・全路線では 80歳以上の回答が 23%と最も多く、次いで 70 代が 25%となっています。 

・70 代以上の高齢者が半数の利用を占めています。 

＜年齢＞ 
 

・どの年代も全体的に女性の率が高くなっていますが、特に 80 歳以上は 86%と特に高く

なっています。 

＜性別×年齢＞  

14%

14%

100%

40%

13%

7%

14%

29%

25%

7%

3%

38%

14%

7%

19%

5%

50%

7%

25%

7%

6%

9%

14%

20%

20%

13%

25%

50%

10%

43%

20%

14%

25%

7%

25%

25%

50%

6%

7%

14%

17%

13%

25%

25%

14%

40%

29%

20%

23%

25%

20%

13%

25%

43%

14%

38%

23%

14%

40%

43%

20%

23%

33%

29%

43%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線計
(N=130)

⓪中央幹線
(N=0)

①新湊・大門線
(N=7)

②新湊・本江線
(N=10)

③七美・作道経由庄西線
(N=7)

④塚原・作道循環線
(N=0)

⑤新湊・越中大門駅線
(N=1)

⑥新湊・呉羽駅線
(N=5)

⑦新湊・小杉線
(N=30)

⑫小杉駅・金山線
(N=4)

⑬小杉地区循環線
(N=15)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔小杉ふれあいセ

ンター）(N=8)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔太閤山ランド）
(N=4)

⑮小杉駅・白石経由足洗線
(N=7)

⑯小杉駅・大江経由足洗線
(N=14)

⑰海王丸パーク・ライトレール接続線
(N=2)

⑱堀岡・片口経由小杉駅線
(N=16)

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上

44%

78%

57%

42%

42%

38%

23%

14%

56%

22%

43%

58%

58%

63%

77%

86%

15%

8%

6%

10%

10%

7%

22%

23%

0% 10% 20% 30%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

男性

女性

男女計

(N=120)
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③ 目的 複数回答 

・路線計では、通勤・通学利用計で 12%、買物利用が 38%、趣味・娯楽・サークル利用が

41%となっています。 

・路線別に見ると、②、⑤、⑥、⑫、⑯は趣味・娯楽・サークル利用が半数以上となって

います。 

 

 

  

8%

8%

14%

6%

25%

13%

14%

6%

4%

6%

14%

13%

38%

57%

8%

43%

40%

39%

25%

50%

38%

40%

14%

29%

63%

7%

14%

17%

43%

6%

6%

7%

1%

14%

13%

41%

29%

50%

43%

100%

60%

45%

50%

19%

38%

40%

29%

57%

38%

4%

20%

3%

13%

20%

100%

10%

29%

14%

10%

25%

6%

20%

29%

14%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140% 160% 180%

路線計
(N=135)

⓪中央幹線
(N=0)

①新湊・大門線
(N=7)

②新湊・本江線
(N=12)

③七美・作道経由庄西線
(N=7)

④塚原・作道循環線
(N=0)

⑤新湊・越中大門駅線
(N=1)

⑥新湊・呉羽駅線
(N=5)

⑦新湊・小杉線
(N=31)

⑫小杉駅・金山線
(N=4)

⑬小杉地区循環線
(N=16)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔小杉ふれあいセンター）
(N=8)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔太閤山ランド）
(N=5)

⑮小杉駅・白石経由足洗線
(N=7)

⑯小杉駅・大江経由足洗線
(N=14)

⑰海王丸パーク・ライトレール接続線
(N=2)

⑱堀岡・片口経由小杉駅線
(N=16)

通勤 通学 買物 通院 手続き(市役所・郵便局等) 趣味・娯楽・サークル 観光 その他
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④ 行き先（目的地施設名）（上位 10） 

・アルプラザ小杉、小杉駅、射水市民病院など、各路線の結節点となっているバス停に最

寄りの施設が目的地として多く回答されています。 

 

 

⑤ 乗降バス停（上位 20） 

・小杉駅（前・南口）、の利用が特に多く、それ以外は比較的分散しています。 

 

    

目的地施設名 回答件数
1 アルプラザ小杉 9
2 小杉駅 3
3 射水市民病院 3
4 射水市下村図書館 2
5 イータウン大島 2
6 イオンモール高岡 2
7 真生会富山病院 2
8 コストコホールセール 射水倉庫店 2
9 射水市新湊博物館 2

10 富山県立小杉高等学校 1

■乗車バス停
順位 バス停 回答数

1 小杉駅南口 22
2 中新湊駅前 7
3 小杉駅前 6
4 足洗老人福祉センター 5
5 新港東口 4
6 新湊地区センター前 4
7 土代 3
8 パスコ前 3
9 槍ヶ崎 3

10 県営住宅前 3
11 片口小学校前 2
12 あゆの風センター 2
13 堀岡中町 2
14 いみず苑口 2
15 東太閤山3丁目 2
16 呉羽高校前 2
17 市民病院 2
18 太閤山ランド 2
19 殿村 2
20 新湊信用金庫前 2

■降車バス停
順位 バス停 回答数

1 小杉駅南口 23
2 小杉駅前 15
3 足洗老人福祉センター 6
4 市民病院 4
5 新港東口 4
6 パスコ前 3
7 中新湊駅前 3
8 呉羽駅前 3
9 カモンパーク新湊 3

10 第一イン新湊前 2
11 下地区センター前 2
12 白石口 2
13 姫野西口 2
14 太閤山コミュニティセンター前 2
15 庄川本町 2
16 手崎 2
17 コストコ 2
18 本町３丁目 2
19 新湊博物館前 2
20 イータウン 2
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⑥ 乗り換え先 複数回答 

・路線全体では乗換なしが 44%（他の公共交通機関への乗り換え利用が 56%）、コミュニ

ティバスへの乗り換えが 27%、あいの風とやま鉄道への乗り換えが 24%となっていま

す。 

・乗換なしが半数以下（半分以上の利用者が乗り換え利用）の路線は、②、⑦、⑫、⑮、

⑯、⑰となっています。 

 

 

 

 

 

  

44%

43%

50%

14%

40%

55%

50%

31%

86%

79%

50%

31%

24%

14%

100%

40%

16%

50%

38%

75%

60%

14%

14%

19%

4%

17%

13%

6%

7%

17%

6%

38%

50%

6%

27%

29%

33%

86%

20%

29%

38%

13%

40%

7%

25%

4%

8%

25%

3%

14%

8%

14%

50%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140% 160%

路線計
(N=135)

⓪中央幹線
(N=0)

①新湊・大門線
(N=7)

②新湊・本江線
(N=12)

③七美・作道経由庄西線
(N=7)

④塚原・作道循環線
(N=0)

⑤新湊・越中大門駅線
(N=1)

⑥新湊・呉羽駅線
(N=5)

⑦新湊・小杉線
(N=31)

⑫小杉駅・金山線
(N=4)

⑬小杉地区循環線
(N=16)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔小杉ふれあいセンター）
(N=8)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔太閤山ランド）
(N=5)

⑮小杉駅・白石経由足洗線
(N=7)

⑯小杉駅・大江経由足洗線
(N=14)

⑰海王丸パーク・ライトレール接続線
(N=2)

⑱堀岡・片口経由小杉駅線
(N=16)

乗換なし あいの風とやま鉄道 万葉線 路線バス コミュニティバス 県営フェリー その他
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⑦ 利用頻度 

・路線計では、週に 1回以上利用する高頻度の利用者が約 7割と多くなっています。 

・路線別にみると、概ねいずれの路線も週に 1 回以上利用する高頻度の利用者が約半数

を超えている路線が多くなっています。（休日のみ運行の⑰除く） 

 

 

  

20%

45%

17%

100%

20%

3%

44%

13%

29%

36%

13%

24%

50%

18%

67%

20%

33%

6%

13%

40%

29%

7%

25%

24%

33%
18%

40%

23%

44%

13%

43%

36%

13%

16%

17%

13%

100%

38%

40%

14%

31%

2%

9%

6%

12%

17%

9%

20%

27%

6%

25%

20%

6%

3%

7%

100%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線計
(N=131)

⓪中央幹線
(N=0)

①新湊・大門線
(N=6)

②新湊・本江線
(N=11)

③七美・作道経由庄西線
(N=6)

④塚原・作道循環線
(N=0)

⑤新湊・越中大門駅線
(N=1)

⑥新湊・呉羽駅線
(N=5)

⑦新湊・小杉線
(N=30)

⑫小杉駅・金山線
(N=4)

⑬小杉地区循環線
(N=16)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔小杉ふれあいセ

ンター）…

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔太閤山ランド）
(N=5)

⑮小杉駅・白石経由足洗線
(N=7)

⑯小杉駅・大江経由足洗線
(N=14)

⑰海王丸パーク・ライトレール接続線
(N=2)

⑱堀岡・片口経由小杉駅線
(N=16)

週5日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に１～３日 年に６～１１回 年に１～５回 その他
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⑧ 改善点 複数回答 

・路線計では、便数が 60%と最も高く、次いで運行経路・時間が 39%となっています。 

・路線別には、概ね便数と運行経路・時間に対する意見が多い傾向は同じですが、その

率が高い路線があり、便数への意見の率が③⑤⑮⑯では 80%を超えています。また、運

行経路・時間への意見の率が③⑫では 100%となっています。 

  

60%

0%

25%

75%

100%

0%

100%

40%

55%

50%

67%

57%

50%

80%

83%

0%

58%

39%

0%

50%

0%

100%

0%

0%

60%

30%

100%

33%

43%

50%

60%

50%

0%

25%

12%

0%

25%

0%

50%

0%

0%

0%

10%

0%

22%

14%

25%

0%

0%

0%

17%

20%

0%

0%

50%

50%

0%

0%

20%

20%

0%

22%

14%

25%

20%

33%

0%

8%

7%

0%

25%

0%

50%

0%

0%

0%

5%

0%

0%

0%

0%

0%

33%

100%

0%

9%

0%

0%

0%

50%

0%

0%

20%

0%

0%

22%

14%

25%

0%

0%

0%

8%

5%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

5%

0%

22%

0%

0%

0%

0%

0%

8%

7%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

15%

0%

0%

0%

0%

0%

17%

0%

17%

16%

0%

50%

75%

50%

0%

0%

40%

5%

0%

0%

43%

0%

0%

0%

0%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

路線計
(N=82)

⓪中央幹線
(N=0)

①新湊・大門線
(N=4)

②新湊・本江線
(N=4)

③七美・作道経由庄西線
(N=2)

④塚原・作道循環線
(N=0)

⑤新湊・越中大門駅線
(N=1)

⑥新湊・呉羽駅線
(N=5)

⑦新湊・小杉線
(N=20)

⑫小杉駅・金山線
(N=2)

⑬小杉地区循環線
(N=9)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔小杉ふれあいセンター）
(N=7)

⑭小杉駅・太閤山線（小杉駅⇔太閤山ランド）
(N=4)

⑮小杉駅・白石経由足洗線
(N=5)

⑯小杉駅・大江経由足洗線
(N=6)

⑰海王丸パーク・ライトレール接続線
(N=1)

⑱堀岡・片口経由小杉駅線
(N=12)

便数 運行経路・時間

バス停の設置場所 乗継環境

車内環境 待合環境

運賃 車両(大きさ、バリアフリー等)

その他

60%

39%

20%

12%

9%

7%

7%

5%

16%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

便数

運行経路・時間

乗継環境

バス停の設置場所

待合環境

車内環境

車両(大きさ、バリアフリー等)

運賃

その他

(N=82)
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２)  デマンドタクシー 

(１) 調査概要 

① 調査の目的 

本調査は、デマンドタクシー利用者のニーズを把握するための補足調査として実施した。 

 

② 調査手法 

 デマンドタクシー車内にて乗務員から手渡しで調査票（はがき）を配布 

 車内で回答してもらうか、後日記入した調査票を郵送してもらい回収 

 

③ 調査期間 

 平成 30年 10 月 15 日（月）～平成 30年 10 月 21 日（日）（第 1回） 

 平成 30年 10 月 29 日（月）～平成 30年 11 月 4日（日）（第 2回） 

 

④ 回収結果 

 49 票 
    ※無効票除く 

 

 

⑤ 集計上の留意事項 

 各設問の集計は、無回答を除いた合計を母数（100％）として各選択項目の回答数の割合

を示している。 

 パーセンテージについては、小数点第１位を四捨五入しているため、構成比の合計は必

ずしも 100％に一致しない。 

 表記スペースの関係上、３％未満の値を省略しているものがある。 

 複数回答の設問は、有効回答者数を母数（100％）としているため、選択項目の回答数の

割合は、合計すると 100％以上となる。 

 ※複数回答の設問には、複数回答とアイコンを表記 

 「Ｎ」は有効回答数を表している。 
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⑥ 調査票 

 

＜表面＞ 

  

   
 

9 3 9 0 3 9 0 

（受取人） 

射水市新開発 410 番地 1 

 

射水市 市民生活部 

生活安全課 

デマンドタクシー利用者アンケート調査ご協力のお願い 

日頃よりデマンドタクシーをご利用いただき、誠にあ

りがとうございます。 

今回、デマンドタクシーの利便性向上に向け、利用者

の皆様へのアンケート調査を実施いたします。 

ご回答方法 

・□に✓を記入したり、直接記入するなど、各設問の回

答の方法に従い記入して下さい。 

 

・回答後は、この調査票をそのまま郵便ポストに投函 

（切手不要）して下さい。 

ご回答記入欄（1/2） 

デマンドタクシー 

ご利用日：   月    日（    曜日） 

 便  ：第   時便 

裏面に続きます▶ 
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＜裏面＞ 
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(２) 集計結果 

① 性別 

・女性の割合が 63%と高くなっています。 

 

 
 

② 年齢 

・80 歳以上の利用者が半数を超えています。 

 

 

 

 

  

男性
19%

女性
63%

未回答
18%

(N=49)

0%

2%

2%

4%

4%

14%

20%

53%

0%

0% 20% 40% 60%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

未回答

(N=49)
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③ 目的 複数回答 

・通院目的が 61%と非常に高くなっています。 

 

 

 

④ 乗降バス停 

・乗車は自宅が多く、降車（目的地）は病院（病院名不明、真生会富山病院、射水市民病

院）が多くなっています。 

 

    

61%

24%

18%

8%

6%

0%

0%

14%

0% 20% 40% 60% 80%

通院

買物

趣味・娯楽・サークル

(入浴施設、公民館、図書館含む)

通勤

手続き(市役所・郵便局等)

通学

観光

その他

(N=49)

■乗車バス停
順位 バス停 回答数

1 自宅 27
2 西広土 1
3 牧田 1
4 大門駅 1
5 大門総合会館 1
6 射水市新開発 1
7 串田 1
8 射水市民病院 1

■降車バス停
順位 バス停 回答数

1 病院 8
2 真生会富山病院 6
3 自宅 5
4 射水市民病院 3
5 大門駅 3
6 道振 1
7 銭湯 1
8 アルビス 1
9 イータウン 1

10 総合会館 1
11 アプリオ 1
12 布目沢 1
13 富山駅他（市内、バス利用） 1
14 上篠団地公民館前 1
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⑤ 乗り換え先 複数回答 

・乗換なしが 71%と最も多く、次いでコミュニティバスが 18%となっています。 

 

 

 

 

 

 

⑥ 利用頻度 

・週に 1～2日が最も多くなっています。 

・比較的定期的な利用者が多いと言えます。 

 

  

44%

27%

24%

7%

4%

4%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

乗換なし

コミュニティバス

あいの風とやま鉄道

路線バス

万葉線

県営フェリー

その他

(N=135)

10%

22%

27%

24%

6%

4%

0%

6%

0% 10% 20% 30% 40%

週5日以上

週に３～４日

週に１～２日

月に１～３日

年に６～１１回

年に１～５回

その他

未回答

(N=49)
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⑦ 改善点 複数回答 

・乗降できる場所に対する意見が 27%と最も多く、次いで予約方法が 14%と続きます。 

 

 

 

  

27%

14%

10%

6%

4%

2%

4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

乗降できる場所

予約方法

運賃

目的地までの移動時間

車内環境

車両(大きさ)

その他

(N=49)
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３章 調査結果まとめ 
 

(１) 市民アンケート結果まとめ 

【日常生活の移動実態】大部分が自家用車による移動となっています。なお、通学目的で

は、鉄道・バスの利用率が、通院目的はバスの利用率が他の移動目的に比べ高いです。 

【移動の目的方面】同地域内の移動が最も多くなっています。地域内の移動以外には、越

中大門駅周辺地域を目的地とする移動が多くなっています。また、富山市に近い地域

は富山市に、高岡市に近い地域は高岡市に向かう移動が多くなっています。 

【移動の目的施設】全目的のなかでみても商業施設への移動が多く、中でも大島地区の

商業施設への移動が多くなっています。通院目的では真生会富山病院が最も多く、次

いで射水市民病院への移動が続きます。 

【公共交通の利用頻度】定期的な利用者（月に 1 日以上利用）は、あいの風とやま鉄道

で 8%、万葉線で 2%、路線バスで 2%、コミュニティバスで 4%となっています。 

【公共交通に対する満足度】「やや不満」「不満」と答えた方は、あいの風とやま鉄道で

19%、万葉線で 10%、路線バスで 31%、コミュニティバスで 43%、デマンドタクシーで 7%

となっています。 

【公共交通に対する不満の理由（利用者の不満）】どの交通機関も「運行本数が少なかっ

た」が多く回答されています。また、コミュニティバスに関しては、「乗り継ぎが悪か

った」との意見も多く見られています。 

【コミュニティバスを利用しない理由（非利用者の不満）】自動車による移動が可能であ

るためといった消極的理由が多くなっています。非利用者に対しては、利便性を高め

るだけでなく、公共交通機関をまずは利用してもらえるような意識付けが特に重要と

考えられます。 

【コミュニティバスの利用が増える工夫・改善】「バスや鉄道との待ち時間の少ない乗り

継ぎ」が 22％で最も多く、次いで「自由乗降区間の導入」が 21％、「バス停の増設」が

20％となっています。乗り継ぎを活用して自由に目的地に移動できる公共交通網が求

められていると言えます。 

【コミュニティバスの代わりにデマンドタクシーを導入することについて】「定時運行で

予約しなくても乗れるコミュニティバスの方が良い」が 36％で最も多い一方、「コミュ

ニティバスの代わりにデマンドタクシーを導入した方が良い」が 13％であり、バスが

必要な需要のある路線は引き続き定時定路線運行の継続が望ましいと言えます。 

【コミュニティバスの今後の運行について】サービス水準の維持に関する意見が 41%、向

上に関する意見が 20%、経営の効率化に関する意見が 39%となっています。単純に現状

の形態のままサービスレベルを上げるのではなく、ニーズに合致しつつ経営効率化が

図られるよう、ある程度の路線網の見直しが求められていると考えられます。 
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(２) 利用者アンケート結果まとめ 

【利用している人】性別は、全路線計で女性の回答が 69%と多く、路線によっては 9割程

度が女性利用者の路線もあります。年齢は全路線では 80 歳以上の回答が 23%と最も多

く、次いで 10 代が 21%となっています。若年者の通学利用と、高齢者（特に女性）の

日常移動の 2つが主要な利用層であると考えられます。 

【利用目的】通勤・通学利用計で 37%、買物利用が 28%、通院利用が 27%となっています。

路線によっては多くが通学目的であったり、通院目的であるなど、目的が固定されて

いるものもあると考えられます 

【利用頻度】路線計では、週に 1 回以上利用する高頻度の利用者が約 8 割と多くなって

います。路線別にみると、概ねいずれの路線も週に 1 回以上利用する高頻度の利用者

が約半数を超えている路線が多いですが、一部低いものも見られます。 

【乗り換え利用】路線全体では乗換なしが 58%、なんらかの乗り換え利用が 42%となって

います。乗り換え先は、コミュニティバスへの乗り換えが 25%、あいの風とやま鉄道へ

の乗り換えが 14%となっています。比較的乗り換え利用が高めであるといえます。 

【改善点】路線計では、便数が 32%と最も高く、次いで運行経路・時間が 20%となってい

ます。路線別には、概ね便数と運行経路・時間に対する意見が多い傾向は同じですが、

その率が高い路線が一部みられます。 

 

 

(３) アンケート結果全体のまとめ 

●現在の市民の移動実態は、その大部分を自家用車に依存しており、公共交通の利用度

合いは高くありません。 

●一方で、2割程度の人が月 1回以上鉄道・バスを利用していることから、鉄道・バスは

市民生活に必要な移動を支える重要な交通であり、市民の潜在的なニーズも高いもの

と言えます。 

●コミュニティバスの利用者は比較的乗り継ぎ利用が多く、乗り継ぎの改善に関する要

望も多いことから、乗り継ぎを活用して移動ニーズの高い目的地に自由に移動できる

公共交通網が求められていると言えます。一方で非利用者に対しては公共交通機関を

まずは利用してもらえるような意識付けに取り組むことが特に重要と考えられます。 

●コミュニティバスの今後の運行については、サービス水準の維持に関する意見と経営

の効率化に関する意見が同程度であることから、単純に現状の形態のままサービスレ

ベルを上げるのではなく、それぞれの路線の利用目的・ニーズに合致するよう、財源及

び運転手確保の可能性も勘案した効率性の高い路線網への見直しが求められていると

考えられます。 
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